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令和５年度　　結果の分析及び今後の改善策（案）

（　中間 ・ 最終 ）

重点
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　貫

主体的な学
びの推進に
よる学力の
定着と向上

l　結果の分析
（結果と課題をこう考えます）

m　今後の改善策（案）
（こう改善します（案））

基礎・基本の
徹底

【学力調査】
○全国学力・学習状況調査において，正答率30％未
満の生徒の割合は，3教科平均で22.8％〔目標値：
5％〕であった。
　国語：2.6％ ， 数学23.7％ ， 英語42.1％

・教科によって，割合が大きく異なる。難易度との相関が考
えられる。
・標準学力テスト（１・２年）の結果も授業改善に生かす。

【生徒アンケート】
○家庭学習を目標時間(1年80分～，2年100分～，3
年120分～)以上行っている生徒の割合は，68.2％
〔目標値：75％〕であった。
　1年：66.7％ ， 2年57.8％ ， 3年81.0％

・保護者アンケートの肯定的回答率との乖離が極めて大き
い。中間と比較し，１年生の下げ幅が大きい。

○引き続き，主体的な学びの実現
に向けて，「教えて考えさせる授業」
を柱に，考える授業づくりを推進し，
学校全体の授業力を向上させる。
○授業の中で「めあて」「説明」「理
解確認」「理解深化」「振り返り」カー
ドを提示することにより，生徒の学
習に関するメタ認知を向上させ，学
力の定着を図る。

○計画的に家庭学習を進め，学習
時間を確保できるよう，学習方法・
内容について継続して指導する。
○タブレット端末を積極的に活用し
て学習課題を提示し，自分で学習を
調節しながら理解を深めることがで
きるようにする。

【生徒アンケート】
○「授業で課題に対し，主体的に考えて表現する活
動に取り組んでいる」生徒の割合は，83.7％〔目標
値：90％〕であった。
　1年：95.2％ ， 2年71.1％ ， 3年85.7％

・学年の実態に応じた授業改善を進めていく必要がある
（特に２年生）。

【学力調査】
○全国学力・学習状況調査において，結果が全国平
均を3.0ポイント以上上回る生徒の割合は，46.5％
〔目標値：75％〕であった。
　国語：65.8％ ， 数学：39.5％ ， 英語34.2％

・「基礎・基本の徹底」で述べたことと同様，教科によって割
合が大きく異なり，難易度との相関が考えられる。
・標準学力テスト（１・２年）の結果も授業改善に生かす。

○ICTの効率的な活用や理解深化
問題への挑戦などにより，考える授
業づくりを推進し，考えたことを表現
する場面を意図的に設定する。
○「授業参観ウィーク」(相互参観)の
中で，発問や指導方法の工夫・改
善を進め，授業力を向上させる。

○引き続き，主体的な学びの実現
に向けて，「教えて考えさせる授業」
を柱に，考える授業づくりを推進し，
学校全体の授業力を向上させる。
○教科等横断的な取組として，授業
で各教科の見方・考え方を働かせ，
根拠を示し説明する場を設定し，表
現力をつける取組(OUTPUTへの挑
戦)を進める。

思考力・判断
力・表現力の
向上

【生徒アンケート】
○「学校に行くのが楽しい」と思っている生徒の割合
は，83.7％〔目標値：90％〕であった。
　1年：88.1％ ， 2年：82.2％ ， 3年：81.0％

・コロナ禍で中学校生活を過ごしてきた2･3年生の肯定的
回答率が低いことが懸念される。

○「自分にはよいところがある」と思っている生徒の
割合は，72.1％〔目標値：80％〕であった。
　1年：73.8％ ， 2年：62.2％ ， 3年：81.0％

・学年ごと，経年での比較により，変容を把握し，具体的な
取組につなげていく必要がある。

○「自分のよさが，まわりの人から認められている」と
思っている生徒の割合は，68.2％〔目標値：80％〕で
あった。
　1年：73.8％ ， 2年：60.0％ ， 3年：71.4％

・前述の結果と類似している。3年生の取組に上昇のヒント
があると考えられる。

○生徒自身が課題を見付け，改善
策を考え，解決に向けて努力し，振
り返り，発展させていく取組を充実
する。
○行事や委員会活動等における生
徒の主体的で自治的な活動をさら
に推進する。

○「自己を認識し，自分の人生を選
択し，表現することができる力」の育
成を目標に組織的に指導する。
○　生徒指導の三機能を基盤に，
自己指導能力をさらに向上させ，自
己肯定感・有用感を高める。

○積極的な肯定的評価・発信を行
い，認め合う集団づくりを進める。
○ボランティア活動の機会を意図的
に増やす。挨拶を含め，マイスター
制度を継続して周知し，達成者を表
彰する。
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【生徒アンケート】
○「将来の夢や目標の実現に向けて努力をしてい
る」生徒の割合は，82.2％〔目標値：80％〕であった。
　1年：85.7％ ， 2年71.1％ ， 3年90.5％

・唯一，評価「Ａ」の項目である。更なる高みを目指し，キャ
リア教育を進めていく必要がある。

生活リズム
の確立

　
　貫

　「自分の命
は自分で守
る」防災教育
の深化

【生徒・保護者アンケート】
○「時間の三点固定を意識して行動し，生活リズムを
確立できている」の肯定的回答率は，生徒76.7％〔目
標値：80％〕，保護者50.4％〔目標値：70％〕であっ
た。
　生徒　1年：81.0％，2年68.9％，3年81.0％
　保護者　1年：48.8％，2年：50.0％，3年：52.5％

・保護者アンケートの肯定的回答率との乖離が極めて大き
く，より丁寧な実態把握が必要である。

○「携帯・スマホ等の通信機器を，PTA宣言とおり，
21時以降は保護者が管理している」の肯定的回答率
は，生徒60.5％〔目標値：70％〕，保護者54.6％〔目
標値：70％〕であった。
　生徒　1年：69.0％，2年55.6％，3年57.1％
　保護者　1年：63.4％，2年：44.7％，3年：55.0％

・本項目での乖離は大きくないが，各学年生徒，保護者と
も肯定的回答率が高くない。

 規則正しく
生活し，活
力のある生
徒の育成

【生徒アンケート】
○「いつも『自分の命は自分で守る』ことを意識して
生活している」生徒の割合は，94.6％〔目標値：
95％〕であった。
　1年：100％ ， 2年84.4％ ， 3年100％

・防災教育の取組は深化させているが，結果（２年生徒の
意識の変容）につながっていない。

○当事者意識をもたせる防災教育
に系統的に取り組み，「自分の命は
自分で守る」「自分の言葉で周りの
人の命を守る」力を高めていく。
○「わが家のルール（災害時の対
応）」作成時等，家庭で防災につい
て話し合う機会を多くつくっていく。

業
務
改
善

教職員が自
らの意欲と
能力を発揮
できる教育
環境の整備

生徒と向き合
う時間の確
保

長時間勤務
の削減

【教職員アンケート】
○「生徒と向き合う時間が確保されている」と感じて
いる教職員の割合は54.5％〔目標値：80％〕である。

・スクラップアンドビルドを常に考え，チーム両城で組織的
な取組を一層推進していく必要がある。

【入退校記録】
○時間外勤務が月45時間以内の教職員の割合は
66.0％〔目標値：100％〕である。

・特定の教職員に業務が偏らないようにするため，協働，参
画の意識をより高める取組を推進していく必要がある。

○前例踏襲ではなく，ゼロベースで
学校教育活動を見直し，改善策を
行っていく。必要に応じ，地域や保
護者に協力を求めていく。
○教職員相互の日常的なOJTによ
り，教職員一人一人の資質・能力を
向上させ，目指す生徒像を明らかに
し，協働して教育活動を進める。

目標達成に
向け，気付
き・考え・行
動できる生徒
の育成

○計画的に家庭学習を進め，学習
時間を確保することができるよう，
学習方法や学習内容について継続
して指導する。
○睡眠時間の確保を含め，適切な
睡眠についても継続して指導する。

○「時間の三点固定」と「PTA宣言」
の取組をセットで発信し，各家庭で
も呼び掛けてもらいながら，生徒が
自分の生活を自分でコントロールす
る力を向上させる。
○情報モラル教育と合わせ，スマホ
等の適切な使い方について，繰り返
し指導する。

【新体力テスト】
○県平均(R1)を上回った種目数の割合は37.5％(各
学年男女別全48種目中18種目)であった〔目標値：35
種目以上〕。
　男子　1年：1/8　2年：7/8　3年：5/8
　女子　1年：3/8　2年：2/8　3年：0/8

・2年男子の割合は高いが，達成度は全評価項目の中で
もっとも低く，改善が急務である。

○引き続き，体育の授業で効果的
な補強運動を行う。
○部活動顧問の意識や指導技術を
向上させ，体力向上につなげる。
○保体委員会の活動として，昼休
憩のグラウンドでの活動の奨励を継
続する。

　貫
　
体力の向上

○教育相談を充実させ，生徒の援
助希求能力を高める。
○「自己を認識し，自分の人生を選
択し，表現することができる力」の育
成を目標に組織的に指導する。


